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（３）利用ゾーニングの作成 

１）総合評価図の作成 

 「自然環境保全の重要性」「利用の利便性提供」の２つの観点からの評価結果を下表のように組

み合わせてＡＡからＣＣまでの９つに区分し、メッシュの分布状況を次図に示した。 

 

表 3-36：２つの観点からの総合評価（９区分） 

利用の利便性提供 

高←←←                 →→→低 

 

Ａ：利用の利便性提供

は最も高い（難易度が

低く利用しやすい、利

便性が高い） 

Ｂ：利用の利便性提供

は高い（難易度が中程

度で比較的利用しや

すい、利便性・快適性

は高め） 

Ｃ：利用の利便性提供

は低い（難易度が高く

利用が困難、利便性・

快適性は評価しない）

Ａ：自然環境保全の優

先度が最も高い（希少

性・多様性が高い、も

しくは脆弱性が高い） 

ＡＡ ＡＢ ＡＣ 

Ｂ：自然環境保全の優

先度は高い（希少性・

多様性が高いが、脆弱

性は低い） 

ＢＡ ＢＢ ＢＣ 

自
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要
性 

高 
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↑ 

 

 

↓ 
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↓ 

低 

Ｃ：自然環境保全の優

先度は低い（希少性・

多様性・脆弱性のいず

れも低い） 

ＣＡ ＣＢ ＣＣ 
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２）総合評価図に基づく利用ゾーニング 

メッシュ単位で９区分された総合評価図をベースとして、利用形態や主要ルート等の利用現況、

地域資源分布等の「利用の視点」、周辺集落や拠点となる施設の分布等「地域活性化の視点」や、

現在の施設等の「管理状況」、集水域や植生等「自然環境条件」の４つの要素を勘案しながら、各

区分を代表する「重要地域」を抽出した。なお利用形態については、平成 23 年度総合的山岳環境

保全対策推進事業実施業務で示された利用形態の分類を参考としつつ、「挑戦型利用」、「登山利用」

「トレッキング利用」の３つに区分した。 

表 3-37：利用形態の分類 

区分 定義 

挑戦型利用 
野営を伴う縦走登山や渓流遡行が目的。十分な装備で入山し、自己の能力（技術、体力、
判断能力）の下で自然と直接触れ合うことを望み、行為に伴う危険性を了解し、自己責任
を自覚。 

登山利用 
日帰りや宿泊を伴う登山利用が目的で、登山用の装備と「挑戦型利用」に準じる意識で入
山。 

トレッキン
グ利用 

日帰りのトレッキング、ハイキングを目的。簡易な登山装備で入山。 
※さらに「散策・風景探勝利用（短時間の散策が目的。日常と変わらない装備で入山。高
齢者、児童、障害者も含まれ、団体行動の可能性もある）」の区分が想定されるが、本地
域では山上駐車場や苔探勝路等に限られるため、トレッキング利用に含めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-32：利用ゾーニング設定の流れ 
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拠点となる施設（宿泊施設、

駐車場等）との関わり 

利用現況（利用形態、主要ア
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自然公園区域、天然記念物区

域等の設定状況 

整備・管理の現況（管理者、

事業執行状況等） 

まとまった自然林等、特徴的

な自然環境の分布状況 

尾根・谷など集水域を単位と

するまとまり 

「重要地域」の抽出 

①原生的自然環境保全・登山ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ利用ｿﾞｰﾝ 
②原生的自然環境保全・挑戦型利用ゾーン 
③自然環境保全・登山ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ利用ゾーン 
④自然環境保全・登山利用ゾーン 

資源をネットワークさせ
る「利用軸」の抽出 
⑤利用推進の主軸（幹線） 
⑥利用推進の軸（支線） 

 

⑦自然環境保全バッファーゾーン 

「自然環境保全の重要性」及び「利用の利便性」総合評価図 
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ＡＢは有意なまとまりが見られなかったため、他の区分に関連づけて整理した。ＢＣ及びＣＣ

は、重要地域の緩衝地域としての役割を担う「自然環境保全バッファーゾーン」としてまとめて

定義した。またＣＡ及びＣＢは、主要なアクセスルート上に抽出されたため、資源をネットワー

クさせ「重要地域」の利用を促進するために今後強化していくべき「利用軸」と位置づけ、道路

から 250ｍ圏内を基本としてゾーニングを行った。 

以上のように「重要地域」４区分、「利用軸」２区分、「バッファーゾーン」１区分の計７区分

に整理した。 

 

表 3-38：総合評価に基づく評価区分（７区分） 

利用の利便性提供 

高←←←                 →→→低 

 

Ａ：利用の利便性提供

は最も高い（難易度が

低く利用しやすい、利

便性が高い） 

Ｂ：利用の利便性提供

は高い（難易度が中程

度で比較的利用しや

すい、利便性・快適性

は高め） 

Ｃ：利用の利便性提供

は低い（難易度が高く

利用が困難、利便性・

快適性は評価しない）

Ａ：自然環境保全の優

先度が最も高い（希少

性・多様性が高い、も

しくは脆弱性が高い） 

①原生的自然環境保全・登山トレッキン

グ利用ゾーン 

②原生的自然環境

保全・挑戦型利用

ゾーン 

Ｂ：自然環境保全の優

先度は高い（希少性・

多様性が高いが、脆弱

性は低い） 

③自然環境保全・

登山トレッキング

利用ゾーン 

④自然環境保全・

登山利用ゾーン 
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↓ 

低 

Ｃ：自然環境保全の優

先度は低い（希少性・

多様性・脆弱性のいず

れも低い） 

⑤利用推進の主軸 

（幹線） 

⑥利用推進の軸 

（支線） 

⑦自然環境保全バ

ッファーゾーン 
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図 3-33：利用ゾーニング（案） 
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図 3-34：利用ゾーニング（案）と自然公園の地種区分



 

 


